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 ■■■ LAWO ■■■
LAWOがNAB Show 2025 で革新的な
HOMEビデオ・オーディオ・UI ソリュー
ションを発表！
NAB Show 2025 の 開 催を前にして
LAWOから、効率的でダイナミックなテレ
ビおよびラジオ／オンエア施設の建設に向
けた新しいHOMEのビデオ・オーディオ・
UI ソリューションの情報が公開された。

LAWOワークスペース

Lawo Workspace は、Lawo のプラット
フォーム非依存型HOME Apps を使用す
るための新しいモバイルアプローチです。
これらは、モジュラーコンテナとマイクロ
サービスを基盤にしたHOME Appsを統合
したリモートアクセス可能なユーザーイン
ターフェースで、移動中でも特定の生産機
能を提供します。HTML5ネイティブアー
キテクチャを採用したLawo Workspace
対応のHOME Appsは、デスクトップ、ラッ
プトップ、タブレット、携帯電話など、どの
デバイスからでも制御可能で、ブラウザ
ベースのユーザーインターフェースを通じ
て低遅延のオーディオ、ビデオ、およびコン
トロールを提供します。 
Lawo Workspace はレスポンシブデザイ
ンを採用しています。あらゆるデバイス、
OSで動作し、どこでも利用可能で、画面サ
イズ、アスペクト比、向きに自動的に適応し
ます。最新のブラウザメディア機能を活用

し、フルスクリーンまたはピクチャーイン
ピクチャー表示で、すぐに使用可能です。 
Lawo Workspace のユーザーインター
フェースはアクセシブルでもあります。リ
サイズ可能なテキスト、レスポンシブな再
配置、明暗テーマに対する高コントラストバ
リアントの選択がサポートされています。ま
た、次世代ゴーグルベースのワークフローに
対応するため、ARにも対応しています。 
ユーザーは、異なるHOME Apps のワーク
スペースを組み合わせて、異なる情報を統合
することができます。例えば、オーディオア
プリケーションでビデオも必要な場合や、
迅速な舞台裏の設定変更のために仮想VSM
ウェブパネルを追加することができます。 
Lawo Workspace UI を 備 え たHOME 
Apps は、HOME Apps のエコシステムに
おけるモジュラーでプラットフォームに依
存しないアーキテクチャを活用し、リモー
トの汎用サーバーで実行されるマイクロ
サービスを組み合わせて、移動中のワーク
フロー向けの放送品質のアプリケーション
を提供します。すべてのHOME Apps と同
様 に、Lawo Workspace App は、HOME
の認証および認可システムによって保護さ
れ、すべてのコントロールおよびメディア
フローがセキュアで暗号化されています。 
■  Lawo Workspacesの主な機能 
・ HTML5ベースの仮想ユーザーインター
フェースで、デスクトップおよびラップ
トップコンピューター、タブレット、ス
マートフォンに対応、オペレーティング
システムに依存しない設計 

・ あらゆるデバイス、画面サイズ、画面の向
きに適応 
・ ヘッドセットを使ったユーザー体験に対

応したAR準備完了 
・ VSMを介してアクセス可能で、カスタマ
イズ可能 
・ HOME認証・ユーザー権限設定によるセ
キュリティ保護、暗号化されたストリーム
伝送 
・ Lawo Flex による柔軟な商用オプション 

ホーム パワーコア
■ 放送用バーチャルDSPミキシングエンジン

HOME Power Core アプリは、Lawo の 
HOME Apps プラットフォームの機動性
を活用し、物理的な Power Core ユニッ
トが利用できない、すでに使用中である、ま
たは実用的でない場合のラジオやテレビ
のワークフローに対して、即時処理、ミキシ
ング、ルーティング、モニタリングを提供し
ます。 各アプリケーションに対して、ユー
ザーは利用可能な CPU コアを効果的に使
用するために、コンパクト、ラージ、XL の 3 
つのインスタンスから選択できます。
SMPTE ST2110、RAVENNA、AES67、
Dante、NDI、SRTのトランスポートフォー
マットに対応するだけでなく、HOME 
Power Core はLawo のmc² ミキシング
プラットフォームから派生したDSPアル
ゴリズムを提供し、優れたオーディオ品質
を実現します。ネイティブのNDI および
Dante AVルーティング、エンコーディン
グ、トランスコーディング機能により、ビ
ジュアルラジオのワークフローが効率化さ

NAB show 2025 Ⅱ

2025年4月6日～9日に米国ネバダ州 ラスベガスのLas Vegas Convention Center (LVCC) において、世界最大の
放送機器見本市、国際放送機器展「2025 NAB（National Associations of Broad-casters） Show」が開催された。
本号では、前号にて紹介しきれなかった各社の出展内容を掲載致します。

Skyline × LAWO 最先端技術コラボ 次世代メディ
ア運用を支えるスマート・リソース・スケジュー
リング

LAWO と、変革的な xOps プラットフォーム DataMiner を承認 Skyline 
Communications は、NAB Show 2025 において共通の技術プレゼンテー
ションを実施しました。 このデモでは、放送局におけるリソース管理の可能
性とその実現に必要な要件が、実機を交えて紹介されました。

詳細はこちら

RIEDEL、『DSP-1216HL』デスクトップスマート
パネルで
『1200シリーズ』SmartPanel ファミリーを選ん
で

Riedel Communications は NAB Show 2025 において『DSP-1216HL』
SmartPanel を発表し、業界をリードする任天堂『1200シリーズ』
SmartPanel の品揃えに、人間工学に基づいた小型デスクトップ・インター
カム・パネルを追加しました。 

詳細はこちら
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れます。 
HOME Power Core App には、一般的な
オンエアアプリケーション向けに多数の標
準設定が含まれているだけでなく、オペレー
ターは強力なビルトインワークフローとロ
ジックエンジンを使用して、非常にカスタマ
イズされた設定を自由に作成できます。 
HOME Power Core は、物理的なPower 
Core デバイス、A__line ステージボック
ス、.edge オーディオストリーム、Lawo
のバーチャルサウンドカード、その他の
RAVENNA、ST2110、AES67、Dante
準拠のオーディオデバイスなど、IPネット
ワークに接続されたすべてのI/Oソースお
よびデスティネーションと連携します。こ
れには、モジュール型diamond コンソー
ル、よりコンパクトで多機能なcrystal コ
ンソール、Lawoのバーチャルオンエアイ
ンターフェース“crystal Clear”、および
物理的なインターフェースを補完または置
き換えるLawoの設定可能なソフトウェア
UI“VisTool”からの操作が可能です。  
■  HOME Power Core の主な機能 
・ 標準サーバー上でホストされた物理的な
Power Core と同等の機能セットを備
えたHOME App 

・ 同一サーバー上で複数のPower Core イ
ンスタンスをホスト可能 

・ 外部変換ボックスなしで、Lawo の
HOMEビデオアプリとシームレスに統
合し、テレビおよびビジュアルラジオア
プリケーションに対応 

・ 強化されたセキュリティ機能と堅牢な
フェイルオーバー機構を含む、Lawo 
HOMEプラットフォームの利点をラジ
オおよびテレビワークフローに提供  

・ Power Core と同じパフォーマンスで
CPU上で動作 

・ ヘッドレスアプリケーションや、Lawo
のdiamond コンソール、crystal コン
ソール、crystal Clear、VisTool などの
互換性のあるコントロールサーフェスと
の組み合わせに最適 

・ 強化されたDSPアルゴリズム 
・ Lawo Flexによる柔軟な商用オプション 

 HOME mc² クリスタル
コントローラー

(*) これはソフトウェア製品です。コンソールおよび
仮想拡張（ディスプレイ）は含まれていません。

See More, Do More, Wherever You Are
HOME mc² crystal Controller App は、
コンパクトなcrystal コンソールが、オー
ディオエンジニアによって操作される大
規模なmc² オーディオコントロールサー
フェスを補完するミキシングシナリオにお
ける欠かせない重要な橋渡し役です。 
これまで、オーディオチームは、mc² コン
ソールを使用して音響の全体的な管理やミ
キシング作業を指揮する主要な音響担当者
を支援するために、割り当て可能なボタンや
コントロールが多数備わった8フェーダー
のcrystal モデルまたは6フェーダーのモ
デルを選択していました。このアプローチ
は、最初に発表されたときには大きな進歩と
されましたが、そのようなワークフローは、
すべてのサウンドエンジニアが同じ場所、つ
まりオーディオコントロールルーム、隣接す
るギャラリー、またはサウンド強化システム
を通じてオーディオを監視できるホールに
いるということが前提でした。 
しかし、異なる場所からのリアルな分散
型ミキシングシナリオでは、コンパクト
なcrystal コンソールに加えて、かなりの
オーディオおよびビデオインフラが必要で
し た。HOME mc² crystal Controller で
は、Virtual Extension やタブレット、ラッ
プトップをコンソールの背後に配置するこ
とで、プロジェクトオペレーターが作業し
ている高解像度のオーディオメーターとビ
デオフィードを表示できます。アプリで受
信したオーディオは、ホストデバイスに接
続されたコンパクトなアクティブモニター
スピーカーやヘッドフォンを使ってモニタ
リングすることもできます。 
HOME mc² crystal Controller と そ の
Workspace UI は、分散型のセカンダリー
ミキシングポジションや目立たないプラ
イマリーミキシングポジションを含むIP
ネットワークワークフローの利便性におい
て重要なステップです。このアプリにより、
サウンドエンジニアが現場での業務前後に
指定された場所やホテルの部屋から作業で

きるようになります。  
■  HOME mc² crystal controller の主な
機能 

・ HTML5 ベースのユーザーインター
フェース、OSに依存しない設計 

・ 高解像度のオーディオメータリング、ビ
デオモニタリング機能、さらに多くのミ
キシング機能へのアクセス、便利なオー
ディオモニタリング 

・ 放送、AV、ライブイベントに最適  
・ 任意のデバイス、画面サイズ、向きに適応 
・ コンパクトなワークフローにはヘッド
フォン一つで対応 

・ ARゴーグルベースのユーザー体験に対
応（AR対応） 

・ HOME 認証と認可を通じてセキュリ
ティ確保、暗号化されたストリーム転送 

・ Lawo Flexによる柔軟な商用オプション 

ホームビデオモニター

場所を選ばず、どこでも簡単にビデオ＆音
声モニタリング
HOME Video Monitor App は、低遅延の
ビデオ＆オーディオモニタリングを、あら
ゆるデバイス、あらゆる場所で実現します。
多忙な放送・AVプロフェッショナルのた
めに設計されたこのHTML5ベースのア
プリは、ノートPC、モバイルデバイス、AR
ゴーグル でも動作し、パワフルなビデオモ
ニタリングをシンプルかつ軽量なソリュー
ションで提供します。 
最大9つのビデオストリームを同時表示
（オーディオメーターの有無を選択可）でき
る直感的なUI デザインを採用。ワンタップ
でソースを選択すると、HOMEがバック
グラウンドでルーティングを自動処理 し
ます。さらに、ワークスペースUI にVSM 
Webパネルを統合することで、業界最先端
のブロードキャスト・コントロール・シス
テムのパワーと柔軟性を活用できます。 
トランスコード機能を標準搭載し、必要な
ソースをアプリにルーティングするだけ
で、PiP（ピクチャー・イン・ピクチャー）
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表示が可能。WebRTCフォーマットのソー
スであれば、トランスコードをスキップし、
システムリソースを他のプロセスに活用で
きます。 
HOME Video Monitor は、フル画面＆ピク
チャー・イン・ピクチャー表示にネイティブ
対応。Lawo Workspaceや他のアプリを使
用しながら、コンテンツを常にモニタリン
グ可能です。　
■  HOME Video Monitor の主な特徴
・ HTML5 ベースのユーザーインター
フェース、OSに依存しない設計 

・ 放送、AV、その他のアプリケーション向け
の信頼性の高いビデオモニタリング 

・ 任意のデバイス、画面サイズ、向きに適応 
・ Rゴーグルベースのユーザー体験に対応
（AR対応） 
・ VSM制御の統合が可能 
・ HOME認証と認可を通じてセキュリティ
確保、暗号化されたストリーム転送 

・ Lawo Flex による柔軟な商用オプション

■HOME Commentary ■
最も直感的なオールインワンのコメンタ
リーステーション
従来のコンパクトなコメンタリーシステ
ムでさえ、依然としてかさばり、運用を開
始するには確かな技術的知識が必要です。
HOME Commentary App は、オフチュー
ブでもオンサイトでも、あらゆるコメンタ

リー環境に新たなアプローチを提供します。 
コメンテーターやゲストは、最大2つの映
像を監視しながら、自身の音声や映像を制
作側へ送信し、モニタリングや制作チーム
との連携のためのトークバックルートを
利用できます。最もコンパクトな形態では、
HOME Commentary App に組み込まれ
たLawo Workspace UI をノートパソコ
ン、タブレット、またはスマートフォンで操
作でき、マイクとヘッドフォンさえあれば
すぐに利用可能です。 
問題が発生した場合、エンジニアは同じブ
ラウザベースのワークスペースにアクセス
し、専用のリモート制御ソフトウェアや別
回線を準備することなく、世界中どこから
でも技術サポートを提供できます。 
コメンテーターのコーディネーションミッ
クス・トンネルやトークバックは、HOME 
Appsのバックエンドで処理されるだけでな
く、Workspace UI から直接制御することも
可能です。内蔵のオーディオエンジンにより、
HOME Commentary App内でのローカルミ
キシングと低遅延モニタリングを実現します。 

■  HOME Commentary の主な特徴
・ HTML5 ベースのユーザーインター
フェース、OSに依存しない設計 

・ 高信頼性のビデオ・オーディオモニタリ
ング、コントリビューション、およびプ
ラットフォーム管理型の技術サポート 

・ あらゆるデバイス、画面サイズ、画面の向
きに適応 

・ 小規模な運用にはマイクとヘッドフォンの
みで対応可能、オーディオインターフェー
スや高品質なビデオカメラにも対応 

・ HOME認証・ユーザー権限設定によるセ
キュリティ保護、暗号化されたストリーム
伝送 

・ Lawo Flex による柔軟な商用オプション 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
LAWO ブランドページは[こちら] ▼
https://otaritec.co.jp/products/

lawo/

メールニュース 購読お申し込み ▼
https://otaritec.co.jp/mail-

magazine/

 
LAWO社製品に関するお問い合わせ ▼ 
https://lampchat.io/ddzfqpzffnk

オタリテック㈱ホームページ▶
https://otaritec.co.jp/

■■■リーダー電子■■■
「Your Gateway to the Future of Video 
Technology」（映像技術の未来への扉）を
テーマとして掲げ、ハイブリッドSDI/IP、
NDI チェッカー、クラウドモニタリングな
ど、最新の映像技術を紹介。
またLeader 製品とPhabrix 製品の技術統
合による新製品 「LPX500」 を新しい製
品ブランド 「LeaderPhabrix」 として出展
し、両ブランドの技術統合による、革新的で
将来性のある製品を紹介し、映像技術の未
来に向けた取り組みを示した。

波形モニターLPX500
LPX500 は、IP とSDI の両方に対応した
コンパクトな波形モニターです。主な特徴
は以下の通りです。

省スペース設計 : 8 インチのタッチスク
リーンを備えたコンパクトな奥行き設計
で、中継車などの限られたスペースに最適。
多様な入力 : 4 系統の独立した入力イン
ターフェースで、4K/12G-SDI とIP の
両方に対応。SDI とIP の同時表示、異なる
フォーマット(2K/4K) の同時表示も可能。
拡張性 : オプションの外部モニター(8イン
チタッチスクリーン)を接続可能。
リモートアクセス : 内蔵のnoVNCで、ネッ

トワーク経由のリモートアクセスに対応。
LPX500は中継車、スタジオ、ポストプロ
ダクションなど、あらゆる映像制作現場で
活躍します。  

波形モニターLV5600W/ 
ラスタライザーLV7600W

波形モニター「LV5600W」を2024 年
6月、ラスタライザーを「LV7600W」を
2024年7月に発売した。

オプションの外部モニター（左） とLPX500（右）の組合せ



13
FDI・2025・06

NAB Show 2025

これらの製品は、LV5600とLV7600同
様に多様な映像・音声信号に対応しており、
12G-SDI を含む様々なSDI 信号、Video 
Over IP による4K 25GまでのIP 信号、そ
してJPEG XSに対応した圧縮IP信号にも
対応している。
放送番組・コンテンツ制作におけるリモー
トプロダクションの取り組みが増えてお
り、制作現場においてより柔軟で効率的な
操作が求められている。
LV5600W お よ びLV7600W は、Web 
RTC技術を用いて、リアルタイム表示やフ
ルコントロールの実現を特徴としている。
主な特徴は以下のとおり。

多様な信号に対応 :12G/6G/3G/HD/SD-
SDI 信号と25G/10GbpsのIP信号に対応。
リモート機能: WebRTC技術により、リアルタ
イム表示とフルコントロールを遠隔から実現。
高度な測定・品質管理 :波形、ベクトル、ピク
チャー、アイパターン表示など、多彩な表示機
能で映像信号を詳細に分析可能。エラー状況や
システム安定性をログやチャートで確認。
柔軟な機能拡張 : 豊富なオプションから必要
な機能を選択可能。
LV5600Wは、放送局や映像制作現場におけ
る高度な映像信号の測定・管理に貢献します。

シンクジェネレーターLT4670

LT4670は、放送・映像システムにおける高
精度な同期信号発生器で、PTP、GNSS、アナ
ログビデオ同期信号に同期したPTP、(4K/
HD) IP、4K 12G、(3G/HD/SD)SDI、ア ナ

ログ同期信号、AES/EBU、オーディオワード
クロックやLTCを出力する1Uフルラックサ
イズの同期信号発生器です。
電源は二重化の冗長運転が可能で、ホットス
ワップ対応の電源ユニット及びファンユニッ
トにより電源を停止せずに交換することが
可能なため、信頼性の高いシステム構築が可
能です。PTPはグランドマスターとして動作
し、独立した２つのPTPリーダー機能とPTP
フォロワー機能を備えております。
独立6系統のアナログ同期信号出力、デジタ
ルオーディオ出力、ワードクロック出力、LTC
の入出力、L-SYNCを標準で装備し、GNSS
同期、PTP、4K IP、HD IP、4K 12G-SDI、4K 
Quad、3G-SDI、HD-SDI、SD-SDI による任
意パターンの出力などのオプションを用意し
ており、様々なシステムに応じた最適な同期
系の管理ができるように設計されています。
主な特徴は以下の通りです。
多機能な同期信号生成 : PTP、GNSS、アナロ
グビデオ同期信号に同期。
(4K/HD)IP、4K 12G、(3G/HD/SD)SDI、
アナログ同期信号、AES/EBU、オーディオ
ワードクロック、LTCなど多彩な出力。
高信頼性 : 二重化電源による冗長運転。 ホッ
トスワップ対応の電源・ファンユニット。
柔軟なシステム構築 : PTP グランドマス
ター機能。  豊富なオプションによる様々なシ
ステムへの対応。

PHABRIX QxP

QxPは、世界初の4K 25G-IP/12G-SDI ハ
イブリッドポータブル波形モニターであり、
バッテリー駆動が可能です。主な特徴は以下
の通りです。
・ IPとSDIの両方に対応するハイブリッド仕様
・ ポータブルで現場での使用に最適
・ 高度な分析・測定機能
・ 多様なフォーマットとHDR/WCGに対応
QxPは、放送、制作、配信などのプロフェッ
ショナルな現場において、高品質な映像・音
声の監視・測定を強力にサポートします。

NDI®Checker

NDI® チェッカーは、ネットワーク上のNDI
信号を簡単に監視できるPC用ソフトウェア
です。
NDI 信号の監視 : ネットワーク上のNDI 信
号源のフォーマット、受信フレーム数、ビッ
トレートを確認。
イベントログの記録とダウンロードが可能。
システム状況の把握 : 準備中や本番中のシス
テム状況を把握。
NDI の利便性向上 : NDI をより簡単かつ安
心して使用することが可可能能。
＊NDI® はVizrt NDI AB社の登録商標です。

Cloud Live Solution（参考出品）
Cloud Live Solutionは、放送局の放送配信
センターやマスターコントロールにおける
ライブ信号監視を目的としたソリューショ
ンです。  
特徴
・ ブラウザからのリモートコントロール  
・ AWS CDI、NDI、SRT のサポート  
・ 画像表示、波形表示、ベクトル表示　
Audio Bar 表示  
・ ANC分析（CDI）、SCTE104 分析表示、・ 
CC708 分析表示  
・ PID 表示、TC表示、ANCサマリー表示  
・ 遅延測定、フローテーブル表示  
・ エラー検出（黒、フリーズ）、イベントログ、
カスタムレイアウト  
機能
・ クラウド上で圧縮・非圧縮のビデオ信号を
監視・計測  
・ 非圧縮CDI 信号、圧縮NDI 信号、SRT信号
の画像や波形をブラウザ上で監視  
・ 遅延などの計測  

【お問い合わせ】リーダー電子本社営業部 
TEL.045-541-2122 　
E-mail：sales@leader.co.jp

波形モニターLV5600W

ラスタライザーLV7600W


